
  【資料１】 

 

秋田市バリアフリー基本構想の取組状況について 

 

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づき、平成

２３年に策定した秋田市バリアフリー基本構想では、「土崎駅周辺地区」、

「新屋駅周辺地区」および「市立病院・山王官公庁周辺地区」を重点整備

地区に設定し、特定事業を定めることで優先的にバリアフリー化を進めて

きました。 

 また、本市の基本構想では、重点整備地区以外にも包括的に取り組む事

項や心のバリアフリーを掲げており、ハード面のほか、ソフト面にわたっ

て、様々な取り組みを行うこととしております。 

  

１ 重点整備地区内における特定事業の整備状況について【資料２】 

  特定事業の実施箇所、実施内容、完了時期等について、地区ごとにま

とめている図面が資料２になります。 

  基本構想に定めた特定事業については、平成３０年度ですべて完了し

ました。 

 

２ 特定事業の実施内容について 

  特定事業の実施内容には、以下のような種類があります。 
 

(1) 段差解消、消融雪設備【道路特定事業】 

 波打ちの発生のおそれがある従来のマウントアップ形式の歩道構造 

を、波打ちがほとんど生じないセミフラット形式等の歩道構造としま 

す。 

また、消融雪設備を整備し、冬季間の歩行環境を改善します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波打ちが発生し

ている。  

1/4 



  【資料１】 

(2) 歩道新設、拡幅【道路特定事業】 

  十分な幅員が確保されていない歩道の拡幅や歩道の新設を行い、歩 

行空間を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 点字ブロックの設置、交換【道路特定事業】 

   視覚障がい者の安全性および利便性を向上させるため、点字ブロッ

クの設置、破損した点字ブロックの交換を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 園路、広場整備【都市公園特定事業】 

  障がい者、高齢者等すべての人が安全で快適に利用できるよう園内

の通路の整備、出入り口の段差解消等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点字ブロックに

浮き沈みがある。 

出入口に段差があり、

園内に入りにくい。  
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(5) トイレ整備【都市公園特定事業】 

   公園内に車いす利用者も利用できるトイレを整備し、園内の利便性

の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) エスコートゾーン設置、音響式信号機改良【交通安全事業】 

   道路を横断する視覚障がい者の安全性および利便性を向上させるた 

めに、エスコートゾーンを設置します。 

 また、同様に横断歩道の安全性および利便性を向上させるために、 

音響式信号機へと改良します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 包括的に取り組む事項の取組状況について【資料３】 

  包括的に取り組む事項の現在までの取組状況（予定を含む）をまとめ 

ている表、図面が資料３になります。 

 

 

 

 

 

 

 

【バリアフリー教室の様子】 
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４ 多機能トイレおよび駐車場の適正利用に関する周知について 
 

 (1) 広報あきたによる周知・啓発 

   令和２年２月７日号の広報あきたに以下の記事を掲載し、多機能ト 

イレおよび車いす等マークの駐車区画の適正利用に関する周知・啓発 

に取組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 多機能トイレの適正利用に関するポスターの掲示による周知 

   多機能トイレの利用マナーを向上するための啓発ポスターを引き続 

  き掲示し、周知を図りました。 

 

 

市役所本庁舎内  
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